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一
　
は
じ
め
に

　
「
石
を
投
げ
れ
ば
当
た
る
」
と
い
う
慣
用
句
が
あ
る
。
多
く
の
存
在
を

認
め
る
譬
え
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
伝
説
は
、
ま
さ
に
こ
の
表
現
が

ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
豊
富
に
見
聞
き
で
き
る
。「
日
本
民
俗
学
の
父
」
と
称
さ

れ
る
柳
田
國
男
は
こ
の
学
問
を
体
系
づ
け
る
に
あ
た
り
、
伝
説
に
着
目
し

多
く
の
論
考
を
ま
と
め
た
が
、
中
で
も
伝
説
の
管
理
者
や
伝
播
者
と
し
て

漂
泊
民
・
芸
能
民
の
存
在
、
信
仰
と
の
関
わ
り
、
川
・
海
・
泉
・
淵
・
池

等
水
辺
に
多
く
点
在
す
る
女
性
伝
説
の
特
異
性
な
ど
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

化
粧
井
戸
伝
説
が
映
す
信
仰
の
世
界

─
福
島
県
の
事
例
か
ら
─

内
藤
浩
誉

　

今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
「
井
戸
」
で
あ
る
。
全
国
各
地
で
多
種
多
様
に
語
ら
れ
る
中
、
男
女
問

わ
ず
偉
人
全
般
に
見
ら
れ
る
「
産
湯
井
」
に
対
し
、「
化
粧
井
」
は
女
性

の
伝
承
と
し
て
顕
著
に
表
れ
た
り
、「
姿
見
」
の
意
味
を
含
む
の
も
特
徴

で
あ
る
。全
国
に
点
在
す
る「
化
粧
井
戸（
清
水
）」伝
説
を
概
観
す
る
と
、

平
安
時
代
前
中
期
の
小
野
小
町（
１
）や
和
泉
式
部（
２
）、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の

静
御
前（
３
）、

巴
御
前（
４
）、

北
条
政
子（
５
）、

虎
御
前（
６
）な

ど
歴
史
や
文
学
で
馴
染
み
あ

る
女
性
が
主
人
公
と
な
る
事
例
や
、
長
者
の
娘（
７
）に

ま
つ
わ
る
形
で
清
水
を

使
っ
た
ら
眼
病
や
皮
膚
病
が
治
癒
し
た
、
美
肌
に
な
っ
た
と
い
う
信
仰
が

伴
う
事
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
化
粧
」
と
名
づ
く
伝
承
は
他
に
も
「
化
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粧
岩
」「
化
粧
坂
」
が
あ
る
が
、
中
に
は
化
粧
井
と
坂
の
地
名
が
複
合
す

る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
「
け
し
ょ
う
（
化
粧
／
仮
生
）」
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。「
身
だ
し

な
み
」と
、「
精
神
・
肉
体
を
美
化
荘
厳
に
す
る
こ
と
に
よ
る
変
成
の
完
結
」

で
あ
る
。
神
に
仕
え
る
女
性
は
特
定
の
水
で
化
粧
す
る
こ
と
で
憑
依
状
態

と
な
り
異
郷
か
ら
の
マ
レ
ビ
ト
（
来
訪
神
）
を
歓
待
す
る
、
ま
た
新
た
な

霊
力
を
入
れ
神
の
威
力
を
高
め
る
、
と
水
辺
で
の
呪
術
や
占
い
、
祭
礼
で

の
神
迎
え
に
結
び
つ
け
て
化
粧
の
意
義
は
説
か
れ
て
き
た
。
ま
た
、
化
粧

井（
８
）も

同
様
で
、
神
の
嫁
の
禊
と
し
て
化
粧
清
水
が
あ
る
な
ど
、
水
辺
で
の

祭
祀
・
芸
能
に
関
わ
る
漂
泊
女
性
や
巫
女
の
面
影
、
水
神
へ
の
人
身
御
供

の
側
面
な
ど
が
柳
田
國
男
・
折
口
信
夫
を
は
じ
め
と
し
た
先
人
た
ち
に

よ
っ
て
読
み
解
か
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
ハ
レ
の
時
と
場
に
水
を
用
い
た

呪
術
信
仰
を
見
出
し
た
指
摘
で
あ
り
、
そ
の
説
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
個
々
の
事
例
に
向
き
合
う
と
、
化
粧
清
水
伝
承
の
全
て
が
従
来

の
指
摘
に
当
て
は
ま
る
の
か
、
そ
の
具
体
像
や
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
疑
問
も
生
じ
る
。
や
は
り
各
地
域
の
様
相
に
鑑
み
、
伝
承
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
地
採
訪
調
査
を
重
ね
る
と
、
伝
説
に
は
人
々
の
生
活
文
化
や
情
景
、

心
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
伝

説
の
存
在
意
義
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
伝
説
が
生
ま
れ
る
の

か
。
伝
説
が
何
ら
か
の
意
図
を
持
つ
人
々
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て
き
た

の
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
口
の
端
に
上
っ
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
物
語
を

伴
い
な
が
ら
あ
え
て
名
づ
け
、
特
別
視
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
こ
と
し
や

か
に
語
ら
れ
る
に
当
た
り
、
そ
の
話
が
説
得
力
を
増
す
の
は
、
納
得
す
る

だ
け
の
社
会
的
・
文
化
的
・
心
理
的
背
景
や
時
代
性
・
地
域
性
と
い
う
基

盤
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
見
つ
め
る
こ
と
は
、

生
活
者
の
実
相
を
垣
間
見
、「
人
間
理
解
」
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
、
福
島
県
の
「
化
粧
井
戸
（
清
水
）」
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
県

内
に
は
、
和
泉
式
部
（
白
河
市
）、
小
野
小
町
（
喜
多
方
市
）、
遊
女
（
三

春
町
）
が
化
粧
し
た
と
伝
わ
る
井
戸
が
点
在
す
る
。
な
お
井
戸
で
は
な
い

が
、
静
御
前
と
関
わ
る
化
粧
坂
（
郡
山
市
）
も
あ
り
、
他
の
都
道
府
県
と

比
べ
て
も
、
福
島
県
で
は
「
化
粧
」
伝
承
が
著
し
い
と
言
え
る
。

　
「
化
粧
井
戸
（
清
水
）」
伝
承
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
読
み
解
き

な
が
ら
、
人
々
に
と
っ
て
の
話
の
意
義
や
機
能
、「
化
粧
」
と
い
う
名
称

に
込
め
ら
れ
た
意
識
や
視
点
、受
容
の
様
相
に
つ
い
て
捉
え
て
い
き
た
い
。

二
　
平
安
時
代
女
流
歌
人
の
化
粧
清
水
伝
承

　

ま
ず
、
平
安
時
代
の
女
流
歌
人
と
い
う
共
通
点
か
ら
、
和
泉
式
部
と
小

野
小
町
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
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和
泉
式
部
の
化
粧
井
は
、
歌
枕
で
有
名
な
白
河
の
関
か
ら
約
４
キ
ロ
、

白
河
市
（
旧
西
白
河
郡
表
郷
村
）
表
郷
中
野
式
部
内
境
界
に
あ
る
。
罹
患

し
た
父
に
会
う
た
め
奥
州
に
向
か
う
和
泉
式
部
で
あ
っ
た
が
、
兵
乱
に
よ

り
白
河
の
関
を
通
れ
ず
、
逗
留
し
様
子
を
窺
っ
て
い
た
。
し
か
し
事
態
が

収
ま
る
気
配
が
な
い
の
で
、「
白
河
の
関
に
こ
の
身
は
と
め
ぬ
れ
ど
心
は

君
が
里
に
こ
そ
行
く
」
の
歌
を
残
し
て
京
へ
戻
る
こ
と
に
し
、
持
仏
を
安

置
し
た
の
が
常
宣
寺
（
永
禄
二
／
一
五
五
九
年
建
立
、
寛
永
／
一
六
二
四

─
四
三
年
間
中
興
）
の
前
身
と
伝
わ
る
。
当
寺
は
現
在
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
近
辺

へ
と
移
転
し
て
い
る
が
、
庵
の
あ
っ
た
旧
地
の
場
所
【
写
真
Ａ
】
は
、
和

泉
式
部
に
因
み
「
式
部
内
」
と
い
う
字
名
が
付
き
、
三
尊
杉
と
、
水
神
碑

の
横
に
化
粧
井
が
現
存
す
る
。

　

藩
主
松
平
定
信
の
命
で
ま
と
め
ら
れ
た
地
誌
『
白
河
風
土
記（
９
）』（
文
化

二
／
一
八
〇
五
年
）
や
、
常
宣
寺
所
蔵
の
縁
起（

（1
（

に
和
泉
式
部
伝
説
は
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
化
粧
井
に
注
目（

（1
（

す
る
と
、『
白
河
風
土
記
』
に
は
記
載

が
な
い
一
方
、「
常
宣
寺
本
尊
縁
記
撮
写
」（
元
禄
七
／
一
六
九
四
年
の
漢

文
体
縁
起
、
文
化
十
／
一
八
一
三
年
「
本
尊
縁
起
画
図
詞
書
」）
で
は
地

名
由
来
や
閼
伽
水
と
し
て
の
使
用
を
述
べ
る
。

　

し
か
し
こ
の
井
戸
は
現
在
、
何
ら
か
の
意
味
を
以
て
営
ま
れ
て
い
る
様

子
は
窺
え
な
い
。
偶
然
地
元
に

居
住
す
る
人
と
話
を
す
る
機
会

が
あ
っ
た
の
で
尋
ね
て
み
る

と
、
そ
も
そ
も
井
戸
の
存
在
す

ら
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
い

ま
や
和
泉
式
部
の
化
粧
井
は
た

だ
鬱
蒼
と
し
た
林
の
中
に
ひ
っ

そ
り
と
郷
土
史
の
一
端
と
し
て

存
在
す
る
だ
け
の
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
和
泉
式
部
所
持

の
守
本
尊
【
写
真
Ｂ
】
は
常
宣

寺
に
安
置
さ
れ
、
今
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
。

【写真A】和泉式部庵跡の三尊杉
　　　　と化粧井
　　　　〔福島県白河市表郷中野〕

【写真B】和泉式部守本尊〔福島県白河市向新蔵〕
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年
老
い
た
小
野
小
町
が
都
か
ら
生
ま
れ
故
郷
へ
赴
く
途
中
、
こ
の
地
で

一
夜
の
宿
を
乞
う
た
。す
る
と
、そ
の
家
の
農
夫
は
人
夫
と
し
て
都
へ
上
っ

た
折
に
小
町
の
屋
敷
で
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
久
々
の
再
会
を
喜
ん

だ
。
長
旅
の
疲
れ
で
病
に
罹
っ
た
小
町
は
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、

村
人
は
塚
を
築
い
て
弔
っ
た
。
小
町
が
春
に
詠
ん
だ
と
い
う
歌
「
陸
奥
の

う
ど
の
桜
と
人
問
は
ば
会
津
の
そ
と
の
と
ふ
も
て
（
田
面
）
の
里
」
が
伝

わ
る
。

　

小
町
塚
か
ら
徒
歩
数
分
の
畑
地
に
「
小
町
化
粧
の
井
戸
」
は
あ
る
の
だ

が
、
地
誌
や
縁
起
に
こ
の
記
載
は
な
い
。
現
在
案
内
板
で
解
説
さ
れ
る
小

町
が
化
粧
を
し
た
と
い
う
話
自
体
は
、
お
そ
ら
く
比
較
的
新
し
い
時
代
に

知
識
や
情
報
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
話
な
の
で
は
な
い
か
。
実
際
話
を
伺
う

と
、
元
来
「
化
粧
の
井
戸
」
と
い
う
言
い
方
は
せ
ず
、「
小
町
の
（
所
の
）

湧
き
水（

（1
（

」
と
呼
ん
で
い
た
り
、
畑
仕
事
を
し
て
い
た
地
元
の
女
性
は
「
小

町
の
手
洗
い
水
」
と
言
っ
て
い
た
。
た
だ
、
人
々
は
「
小
町
様
」
と
大
切

に
し
て
い
た
そ
う
で
、
農
作
業
の
合
間
に
喉
を
潤
し
た
り
、
生
活
水
と
し

て
活
用
し
て
い
た
と
い
う
。
今
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
【
写
真
Ｄ
】、
元

は
崖
の
岩
肌
か
ら
豊
か
に
染
み
出
る
清
水
だ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
中
期
ま

で
、
こ
の
よ
う
な
湧
泉
は
辺
り
に
多
数
あ
っ
た
。
昨
今
は
水
脈
の
変
化
で

特
定
な
場
所
か
ら
出
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
小
町
の
水
は
今

も
同
じ
場
所
か
ら
湧
い
て
い
る
。そ
れ
で
も
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｙ
・

　

続
い
て
、
喜
多
方
市
高
郷
町
（
旧
耶
麻
郡
高
郷
村
）
峯
利
田
の
小
野
小

町
伝
承
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
会
津
盆
地
西
側
山
地
の
当
地
は
、
利
田
村

の
西
、
松
原
利
田
の
外
れ
に
位
置
す
る
。
こ
の
一
帯
は
近
年
に
至
る
ま
で

基
盤
整
備
が
な
く
、
集
落
の
風
景
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。
会
津
と
越
後

を
結
ぶ
主
要
道
の
一
つ
、
旧
越
後
街
道
沿
い
に
小
野
塚
が
二
基
（
中
世
期

の
宝
篋
印
塔
と
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
再
建
さ
れ
た
五
輪
塔
）、

一
字
一
石
の
小
石
が
積
ま
れ
た
上
に
立
つ
【
写
真
Ｃ
】。
旅
を
し
て
当
地

ま
で
来
た
が
亡
く
な
っ
た
小
野
小
町
の
墓
と
伝
わ
る
。
越
後
街
道
に
は
、

多
く
の
旅
人
が
往
来
し
た
。
小
野
塚
辺
り
は
木
陰
と
清
水
が
あ
り
、
旅
人

に
と
っ
て
休
憩
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
情
報
交
換
の
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
と
同
時
に
、
休
み
が
て
ら
旅
の
安
全
を
祈
願
し
、
小

野
塚
に
手
を
合
わ
せ
た
旅
人
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
野
塚
は
、

小
野
小
町
に
仮
託
し
て
旅
で
の
死
者
を
供
養
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
小
町
は
い
わ
ば
旅
人
の
象
徴
で
あ
り
、
人
々
か
ら
畏
敬
さ
れ
て

い
た
様
子
は
、
当
地
で
の
捉
え
ら
れ
方
に
も
窺
え
る
。

　

こ
の
小
町
伝
承
は
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
藩
主
保
科
正
之
の
命
で

編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
新
編
会
津
風
土
記（

（1
（

』
に
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
約
百

年
後
の
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
、「
小
町
塚
の
語
り
伝
え
を
残
し
た
い
」

と
依
頼
さ
れ
た
僧（

（1
（

が
在
地
伝
承
を
基
に
縁
起（

（1
（

を
著
述
し
た
。そ
の
概
要
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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【写真C】越後街道沿いの小町塚〔福島県喜多方市高郷町〕

【写真C】小野塚下の一字一石
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Ｆ
氏
か
ら
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
本
年
（
令
和
六
／
二
〇
二
四
年
）
は
暖
冬

に
よ
る
雪
不
足
の
影
響
で
、
水
量
が
少
な
い
と
い
う
。
生
活
風
景
も
、
伝

説
を
語
る
上
で
説
得
力
に
繋
が
る
。
環
境
変
化
に
よ
る
伝
説
事
物
の
消
失

は
会
話
遡
上
の
減
少
を
招
き
、
や
が
て
物
語
の
記
憶
が
遠
の
く
可
能
性
が

高
く
な
る
。
今
後
人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
清
水
を
認
識
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
。

　

峯
利
田
の
自
然
景
観
を
詠
み
込
ん
だ
「
利
田
八
景
」（
読
み
人
も
年
代

も
不
明
）
に
は
、
小
町
塚
に
あ
っ
た
八
重
桜
を
活
写
し
た
歌
「
小
野
小
町　

花
の
色
末
世
に
残
す
八
重
桜
幾
世
久
し
き
松
原
の
里
」
が
あ
る
。
縁
起
の

歌
同
様
、
小
町
と
桜
を
結
び
つ
け
る
印
象
が
見
て
取
れ
る
。

　

小
町
に
桜
を
詠
ま
せ
る
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
か
が
た
」
と
い

う
地
名
に
目
を
向
け
た
い
。「
腰
を
屈
め
農
作
業
を
す
る
」、
山
に
遮
ら
れ

る
地
形
「
影
田
・
陰
田
」
に
由
来
す
る
「
か
が
」
と
い
う
音
が
特
徴
で
あ

る
が
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
─
七
二
）
に
は
「
利
田
」
と
い
う
表
記
が

確
認
で
き
る
こ
と
を
筆
頭
に
、「
利
田
・
加
賀
田
・
加
々
田
」
と
寿
ぎ
の

印
象
を
与
え
る
漢
字
表
記
へ
の
転
換
が
見
え
る
。
日
陰
は
、
作
物
の
生
育

に
不
利
で
あ
る
。
山
が
迫
り
耕
地
が
狭
い
場
所
で
は
、
冷
夏
に
な
れ
ば
一

層
厳
し
さ
が
増
す
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
小
町
が
詠
ん
だ
と
い
う
歌
を
振
り
返
る
と
、

豊
か
な
実
り
を
希
求
す
る
切
実
な
心
情
が
汲
み
取
れ
ま
い
か
。
縁
起
の

「
独う

ど活
の
桜
」
と
は
独
特
な
表
現
で
あ
る
が
、
白
く
小
さ
い
花
を
た
く
さ

ん
つ
け
る
独
活
の
花
は
細
か
な
米
粒
の
集
合
体
の
よ
う
で
あ
り
、
形
は
最

盛
期
に
雪ボ
ン
ボ
リ洞
の
よ
う
に
咲
き
誇
る
桜
の
姿
が
重
な
る
。
稲
魂
が
宿
る
と
さ

れ
る
桜
は
豊
作
を
占
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
蠢
き
（
生う

ど土
）
を

想
起
さ
せ
る
独
活
の
生
命
力
が
加
わ
る
。
ま
た
「
田た
お
も
て面
」
と
い
う
地
名
も
、

田
の
表
面
全
体
に
光
を
反
射
し
白
く
輝
く
光
景
が
思
い
浮
か
び
、
神
々
し

さ
が
連
想
で
き
る
。
知
識
層
の
手
に
よ
る
縁
起
と
は
い
え
基
本
部
分
は
地

元
の
口
承
で
あ
り
、民
の
心
情
や
感
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

【写真D】小野小町の化粧井戸
	 〔福島県喜多方市高郷町〕
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小
町
塚
近
く
の
清
水
を
「
化
粧
井
戸
」
と
語
り
始
め
た
の
が
い
つ
か
ら

な
の
か
具
体
的
に
は
不
明
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
話
が
生
成
さ
れ
る
過
程
に

は
、
小
町
に
引
き
寄
せ
「
化
粧
」
と
い
う
名
に
委
ね
な
が
ら
「
白
」
の
要

素
を
盛
り
込
み
、
そ
の
神
聖
さ
に
生
産
性
の
高
ま
り
を
期
待
し
安
寧
を
望

む
民
の
願
い
が
垣
間
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

三
　
三
春
町
の
化
粧
清
水

　

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
に
は
化
粧
井
が
二
か
所
あ
り
、
い
ず
れ
も
遊
女

と
の
関
与
が
窺
え
る
。
三
春
城
内
に
入
る
街
道
は
複
数
あ
る
が
、
境
界
に

あ
た
る
街
道
口
の
六
ケ
所
─
八
幡
町
末
、
荒
町
末
、
北
町
末
、
清
水
、
新

町
末
、
馬
場
木
戸
外
─
に
は
、
道
案
内
と
し
て
の
地
蔵
が
立
っ
て
い
た
。

こ
の
六
地
蔵
は
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
、
紫
雲
寺
住
職
が
建
立
願
を
出

し
て
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
岩
城
街
道
の
新
町
末
、
江
戸

街
道
の
八
幡
町
末
の
二
か
所（

（1
（

に
井
戸
が
あ
り
、
旅
人
が
城
内
に
入
る
前
に

身
を
整
え
た
と
伝
わ
る
。

　

三
春
は
小
さ
な
町
な
が
ら
経
済
的
に
活
況
し
、
遊
興
地
と
し
て
も
発
達

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
東
征
伝
承
で
も
語
ら
れ
る
三
春

駒
の
産
地
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
競
り
市
に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
人

や
物
資
が
集
散
し
、
そ
の
往
来
を
支
え
た
の
が
複
数
の
街
道
や
鉄
道
で

あ
っ
た
。
岩
代
と
岩
城
を
結
ぶ
旧
岩
城
街
道
は
重
要
な
道
で
、
街
道
口
の

急
坂
は
「
化
粧
坂（

（1
（

」【
写
真
Ｅ
】
と
名
づ
け
ら
れ
、
途
中
で
金
毘
羅
神
社

内
に
あ
る
庚
申
様
に
行
く
道
「
庚
申
坂
」
と
合
流
す
る
そ
の
地
点
（
庚
申

口
）、
字
番
組
頭
と
字
番
組
の
境
界
に
、
一
つ
目
の
化
粧
井
が
あ
る
。
現

存
す
る
の
は
整
備
さ
れ
た
掘
り
抜
き
井
戸
だ
が
、
元
は
滾こ
ん
こ
ん々

と
湧
く
清
水

で
あ
っ
た
と
い
う
。
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降

は
禁
止
さ
れ
た
が
、
飲
水
や
煮
炊
き
、
野
菜
の
洗
水
な
ど
に
こ
の
水
を
使

用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
岩
城
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
が
喉
の
渇

き
を
癒
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

こ
の
庚
申
坂
界
隈
に
最
初
の
遊
郭
が
誕
生
し
た（

（1
（

。
文
政
九
（
一
八
二
六
）

年
、
橋
普
請
に
伴
い
こ
の
場
所
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
偶
然
温
泉
が
湧
い
た
の

で
、
藩
の
許
可
を
得
て
湯
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。
当
初
は
庶
民
の
湯
場
に

過
ぎ
ず
風
俗
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
か
っ
た
が
、
次
第
に
宿
泊
や
会
合
に

利
用
さ
れ
、
飯
盛
女
も
住
む
よ
う
に
な
り
、
馬
競
り
市
や
賭
場
で
稼
い
だ

馬
喰
や
商
人
の
遊
蕩
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
に
な
る
と
禁
制

が
解
か
れ
、
湯
場
は
遊
郭
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
三
春
城
外
な
が

ら
益
々
こ
の
界
隈
は
活
性
化
し
た
。
楽
内
の
遊
郭
は
明
治
二
九

（
一
八
九
六
）
年
に
徒
歩
十
五
分
程
の
弓
町
へ
移
転
す
る
が
、
馴
染
み
あ

る
庚
申
坂
の
名
称
も
引
き
継
が
れ
、
楽
内
は
「
旧
庚
申
坂
」、
弓
町
（
新

地
遊
郭
）
は
「
新
庚
申
坂
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
【
図
・
新
旧
の
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庚
申
坂
界
隈
】。
最
も
栄
え
た
の
は
、
磐
越
東
線
開
通
の
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
頃
だ
が
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
の
「
売
春
防
止

法
」
公
布
に
よ
り
遊
郭
廃
止
に
至
る
と
、
廓
は
下
宿
屋
に
変
わ
っ
た
。

　

楽
内
は
在
郷
（
近
隣
農
村
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
町
と 【図・新旧の庚申坂界隈】

【写真E】化粧坂と庚申坂の合流点（庚申口）にある岩城街道の化粧井
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の
境
界
地
帯
に
あ
た
る
。
今
は
住
宅
地
に
変
貌
し
か
つ
て
の
面
影
は
皆
無

で
あ
る
が
、岩
城
街
道
に
面
し
た
谷
間
の
窄
ま
っ
た
地
形
に
遊
郭
は
並
び
、

そ
の
前
に
湧
き
水
が
作
る
溜
水
と
、
周
辺
に
は
賭
博
場
が
あ
っ
た
。
曾
祖

父
（
明
治
四
五
／
一
九
一
二
年
頃
没
）
が
遊
郭
に
よ
く
出
入
り
し
て
い
た

と
い
う
男
性
は
、
こ
の
清
水
で
洗
顔
や
白
粉
を
使
う
遊
女
を
見
た
と
い
う

話
を
伝
え
聞
い
て
い
る
。
白
粉
の
使
用
実
態
が
、
水
辺
の
名
称
に
結
び
つ

く
認
知
や
根
拠
に
な
る
こ
と
が
推
し
量
れ
る
。

　

一
方
、
諸
職
人
が
住
む
八
幡
町
の
黒
門
外
、
江
戸
街
道
口
に
「
踊
り
場
」

と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
か
つ
て
も
う
一
つ
の
化
粧
井
が

存
在
し
た
と
い
う
。
平
成
初
期
の
道
路
改
修
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
た
も
の

の
、
八
幡
神
社
裏
の
山
の
水
が
流
れ
込
み
滾
々
と
湧
く
清
水
だ
っ
た
そ
う

で
、
こ
こ
で
も
江
戸
街
道
か
ら
城
下
に
入
る
際
、
飲
水
や
身
支
度
に
使
用

し
た
と
伝
わ
る
。
八
幡
町
で
髪
結
い
を
し
て
い
た
元
遊
女
は
、
白
粉
を
溶

か
す
た
め
に
こ
の
清
水
を
汲
ん
で
使
っ
た
、
そ
れ
ゆ
え
「
化
粧
井
戸
」
と

呼
ん
で
い
た
、
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
井
戸
が
町
内
で
「
化
粧
井
」

と
し
て
幅
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
か
窺
う
と
庚
申
坂
ほ
ど
で
は
な
さ
そ
う

だ
が
、
日
常
で
の
関
与
や
関
心
か
ら
化
粧
と
結
び
つ
け
て
呼
ぶ
人
も
い
た

と
分
か
る
。

　

化
粧
井
界
隈
の
楽
内
な
い
し
八
幡
町
末
は
、
三
春
城
下
と
農
村
の
境
界

地
帯
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
鑑
み
る
に
、
化
粧
井
は
身
づ
く
ろ
い
だ
け

で
な
く
、
生
死
の
分
か
れ
目
の
境
遇
に
置
か
れ
た
人
々
に
と
っ
て
も
意
味

を
な
す
場
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
空
間
や
境

界
性
は
、
清
め
、
あ
る
い
は
慰
霊
鎮
魂
す
る
に
相
応
し
い
場
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
町
に
、
昭
進
堂
と
い
う
和
菓
子
店
が
あ
る
。
馬
喰
が
饅
頭
を
求
め
繁

盛
し
た
と
い
う
。
店
横
の
通
り
は
「
せ
り
場
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
て
競
り

市
場
だ
っ
た
。
市
場
は
三
春
町
内
で
度
々
移
動
し
て
い
る
が
、
新
町
の
こ

の
場
所
に
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
移
動
し
て
き
た
と
い
う
。
春
は
馬
、

秋
は
繭
を
売
る
競
り
が
数
週
間
ず
つ
行
わ
れ
、
相
場
が
良
い
当
地
は
大
層

な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
隣
に
は
民
宿
が
二
百
軒

ほ
ど
立
ち
並
ん
だ
。

　

三
百
年
の
歴
史
、
東
北
一
と
称
さ
れ
た
「
三
春
の
盆
踊
り
」
の
最
盛
期

大
正
年
間
は
、
遊
郭
が
盛
況
だ
っ
た
時
期
と
重
な
る
。
踊
り
場
に
は
櫓
が

建
ち
、
各
町
内
で
は
盆
期
間
の
後
も
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
新
町
の
「
せ
り

場
」
だ
け
で
な
く
、
最
も
大
が
か
り
だ
っ
た
と
い
う
八
幡
町
末
の
「
踊
り

場
」、
遊
郭
前
の
「
馬
つ
な
ぎ
」
と
呼
ば
れ
た
広
場
で
も
賑
わ
い
、
さ
ら

に
か
つ
て
競
り
市
が
立
っ
た
化
粧
坂
の
広
場
も
踊
り
場
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
新
地
で
は
遊
郭
だ
け
の
盆
踊
り
が
さ
れ
、
二
階
の
廊
下
軒
に
提
灯
を

吊
る
し
、軽
快
な
太
鼓
に
合
わ
せ
て
唄
い
、多
く
の
踊
り
手
が
集
ま
っ
た
。

ま
た
新
地
の
遊
女
は
近
隣
の
新
町
だ
け
で
な
く
、
八
幡
町
の
盆
踊
り
に
も
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行
っ
た
と
い
う
。
盆
踊
り
に
限
ら
ず
、
祭
り
や
消
防
団
の
出
初
式
な
ど
の

催
し
が
あ
る
と
、
遊
女
は
店
か
ら
一
重
の
着
物
や
浴
衣
を
新
調
し
て
も
ら

え
た
。
美
し
く
装
っ
た
姿
で
出
か
け
て
は
客
を
店
へ
と
誘
う
い
わ
ば
営
業

活
動
で
あ
っ
た
が
、
盆
踊
り
で
は
一
緒
に
踊
っ
て
盛
り
上
げ
た
。
盆
踊
り

唄
の
歌
詞
は
即
興
的
に
作
る
こ
と
が
多
く
、
音
頭
取
り
と
踊
り
子
の
掛
け

合
い
に
も
な
っ
た
。
男
女
の
出
会
い
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

踊
り
場
の
化
粧
井
は
、
飲
水
だ
け
で
な
く
身
繕
い
で
使
用
し
た
可
能
性
が

示
唆
で
き
、
こ
こ
に
も
「
化
粧
井
」
と
認
知
さ
れ
る
理
由
を
推
察
で
き
る
。

　

娯
楽
性
と
経
済
性
を
伴
っ
た
交
流
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

の
、
元
来
念
仏
踊
り
に
由
来
す
る
「
踊
り
場
」
は
、
信
仰
的
な
場
、
空
間

的
に
死
者
の
魂
を
供
養
し
、
葬
送
す
る
境
界
と
見
て
取
れ
る
。
そ
こ
で
改

め
て
、
八
幡
町
末
の
踊
り
場
の
特
異
性
に
注
目
し
た
い
。

　

黒
門
外
に
は
非
人
の
居
住
区
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
辺
り
は
天
明
の
大
飢

饉
の
際
に
領
内
の
避
難
民
を
受
け
入
れ
、
炊
き
出
し
（
施
粥（

（1
（

）
を
す
る
御

助
小
屋
が
設
け
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
近
く
に
踊
り
場
や
化
粧
井
が
位

置
し
た
。
小
屋
の
設
定
場
所
の
選
定
が
偶
然
だ
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
と

し
て
、
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
瀬
戸
際
に
置
か
れ
た
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
関

わ
る
人
々
に
と
っ
て
、
生
者
と
死
者
が
混
在
す
る
踊
り
場
付
近
は
、
此
岸

と
彼
岸
を
意
識
す
る
空
間
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
生
か
ら
死
へ
、
時
に
は

死
か
ら
生
へ
と
甦
る
日
常
と
非
日
常
の
狭
間
で
、
切
実
な
心
境
に
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
粥
を
作
る
の
に
必
要
な
水
場
と
し
て
利
用
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
化
粧
井
は
、
生
き
る
上
で
の
力
水
で
あ
り
、
そ
の
清
浄
さ

が
神
聖
で
尊
い
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

清
水
を
使
う
身
支
度
は
、
物
理
的
に
躰
を
清
め
る
だ
け
で
な
く
、
日
常

と
非
日
常
の
往
来
あ
る
い
は
境
界
の
超
越
に
際
し
、
精
神
的
か
つ
信
仰
的

に
聖
俗
の
切
り
替
え
を
促
す
こ
と
は
、
祭
礼
で
の
仮
装
・
化
身
に
よ
る
変

身
の
み
な
ら
ず
、
出
産
時
の
産
湯
、
死
に
際
の
湯
灌
や
死
化
粧
を
見
て
も

理
解
で
き
る
。
事
物
に
「
化
粧
」
の
呼
称
を
付
与
す
る
意
味
に
は
、
身
繕

い
の
主
体
が
誰
か
（
女
性
や
遊
女
）
に
加
え
、
水
を
取
り
化
粧
を
施
す
目

的
と
し
て
の
境
界
の
超
越
、
聖
俗
の
転
換
、
安
寧
の
獲
得
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
敗
死
し
た
英
雄
の
首
実
検
を
し
た
と
伝
わ
る
「
首
洗
い
の
井
戸
」

が
あ
る
。
こ
れ
も
一
種
の
化
粧
井
と
言
え
る
が
、
あ
え
て
「
首
洗
い
」
と

名
付
け
る
の
は
、
英
雄
（
男
性
）
に
ま
つ
わ
る
事
跡
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う

か
。
な
ら
ば
こ
そ
、「
化
粧
」
は
女
性
や
遊
女
の
象
徴
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
て
き
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
八
幡
町
末
の
化
粧
井
の
事
例
で
い
え
ば
、

非
常
事
態
に
お
い
て
当
時
の
遊
女
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
付
託
さ
れ
た
か

は
不
明
だ
が
、
遊
女
を
彷
彿
と
さ
せ
る
化
粧
（
白
粉
）
を
冠
す
る
井
戸
、

踊
り
場
で
の
盆
踊
り
へ
の
積
極
的
な
関
与
に
照
ら
す
と
、
後
述
す
る
「
無

縁
」
に
表
れ
る
遊
女
の
境
界
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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四
　
三
春
で
聞
い
た
近
代
遊
女
の
話

　

時
代
に
よ
り
特
性
の
変
遷
が
あ
る
と
は
い
え
、
遊
女
の
歴
史
は
古
く
、

そ
の
存
在
が
社
会
的
・
文
化
的
に
果
た
し
た
役
割
か
ら
目
を
逸
ら
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
故
に
、
遊
女
の
本
質
に
関
し
て
は
学
術
、
殊
に
伝
承
研
究

に
お
い
て
も
大
切
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
今
や
、
遊
郭
や
遊
女
の
実
相
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
近
世
か
ら
近
代
の
遊
女
は
実
質
的
に
人
身
売
買
の
側
面
が
あ
り
、
人

権
の
保
護
と
尊
重
の
観
点
か
ら
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
当
事
者
か
ら
話
を
聞

く
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
こ
の
三
春
で
、
日
常

の
中
で
遊
郭
関
係
者
と
会
話
を
重
ね
、
間
接
的
に
そ
の
様
子
を
知
る
方
々

（
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
十
年
代
後
半
／
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
）
か
ら
お
話

を
伺
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
近
代
と
は
い
え
遊
女
の
実
相
を
捉
え
る
こ
と

は
、彼
女
た
ち
が
も
た
ら
し
た
文
化
的
意
義
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
歴
史
の
彼
方
に
追
わ
れ
つ
つ
あ
る
遊
女
た
ち
の
記
憶
を
追
跡

す
る
。

　

三
春
遊
郭
【
写
真
Ｆ
】
は
、
楽
内
か
ら
弓
町
（
新
地
）
に
移
っ
た
明
治

か
ら
大
正
に
か
け
て
最
も
繁
盛
し
た
。
花
楼
（
屋
号
花
屋
）・
島
楼
（
屋

号
島
屋
）・
二
葉
楼
・
島
村
楼
・
宮
城
楼
の
五
軒
に
は
、
番
頭
、
遣
り
手
、

【写真F】新地遊郭の跡地〔福島県三春町弓町〕
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芸
（
半
玉
）、
仲
居
、
お
抱
え
の
髪
結
い
だ
け
で
な
く
、
最
盛
期
に
は

三
十
名
を
超
え
る
娼
妓
（
遊
女
）
が
在
籍
し
、
昼
夜
問
わ
ず
客
た
ち
の
寝

食
を
も
て
な
し
た
。
特
に
娼
妓
は
時
に
性
的
な
接
待
も
行
っ
た
が
、
本
義

は
給
仕
で
あ
っ
た
点
を
見
れ
ば
「
飯
盛
女
」
と
い
う
表
現
も
で
き
る
が
、

こ
こ
で
は
「
遊
女
」
と
い
う
名
称
で
統
一
す
る
。

　

楽
内
に
は
金
刀
比
羅
神
社
【
写
真
Ｇ
】
と
熊
野
神
社
が
鎮
座
す
る
が
、

遊
女
た
ち
の
信
仰
の
痕
跡
が
残
る
の
は
金
刀
比
羅
神
社
で
あ
る
。
こ
の
近

辺
へ
の
外
出
は
許
さ
れ
て
い
た
た
め
、
遊
郭
移
転
前
の
楽
内
時
代
だ
け
で

な
く
、
新
地
に
移
っ
て
か
ら
も
裏
道
か
ら
庚
申
坂
の
畑
道
を
通
り
、
遊
女

た
ち
は
よ
く
参
詣
し
て
い
た
。
金
毘
羅
神
社
隣
に
は
拝
み
屋
を
し
て
い
た

修
験
者
が
暮
ら
す
堂
（
現
在
は
個
人
宅
敷
地
）
が
あ
り
、
こ
ち
ら
で
も
病

気
の
予
防
や
治
癒
の
祈
祷
を
お
願
い
し
た
と
い
う
。
社
内
に
は
、
字
名
や

遊
郭
名
な
ど
か
ら
遊
女
と
思
し
き
願
主
が
奉
納
し
た
絵
馬
が
複
数
残
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。
天
狗
や
宝
剣
、
鳥
居
、「
め
」
な
ど
の
絵
柄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
邪

気
払
い
、災
厄
の
断
絶
、病
気
平
癒
な
ど
現
世
利
益
を
求
め
る
も
の
だ
が
、

年
季
明
け
祈
願（

（2
（

も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
特

徴
的
な
の
が
、
繭
玉
を
一
つ
ず
つ
繋
げ
た
繭
数
珠
で
あ
る
。
繭
は
解
け
ば

売
り
物
に
な
り
、
客
か
ら
縁
起
物
だ
と
貰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遊
女
が
願

掛
け
や
賽
銭
替
わ
り
に
奉
納
し
た
提
げ
も
の
が
、今
で
も
残
る【
写
真
Ｈ
】。

　

新
地
に
遊
女
の
た
め
の
定
期
健
診
所
（
通
称
：
病
院
）
が
で
き
る
と
、

【写真G】金刀比羅神社〔福島県三春町字楽内〕
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病
気
は
改
善
さ
れ
た
と
い
う
も
の
の
、
い
く
つ
か
民
間
信
仰
に
頼
る
姿
も

窺
え
る
。
遊
女
が
恐
れ
た
病
が
、
梅
毒
に
代
表
さ
れ
る
感
染
症（

（2
（

で
あ
る
。

三
春
で
は
梅
毒
に
よ
る
で
き
も
の
に
限
ら
ず
「
瘡
」（
瘡
蓋
・
お
で
き
）

の
こ
と
を
「
く
さ
っ
ぽ
」
と
呼
ぶ
。「
く
さ
っ
ぽ
」
が
で
き
た
時
、
床
屋

の
元
遊
女
が
患
部
に
白
粉
を
は
た
い
て
く
れ
た
体
験
談
も
聞
か
れ
た
。
白

粉
の
歴
史
を
繙
く
と
、
江
戸
時
代
に
は
梅
毒
の
特
効
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ

て
い
た
と
も
い
う
。
瘡
に
白
粉
が
使
わ
れ
て
い
た
実
例
は
、
薬
と
し
て
の

白
粉
の
位
置
づ
け
を
も
窺
え
よ
う
。

　

遊
郭
は
、
旦
那
衆
が
集
ま
り
、
町
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら

遊
ぶ
場
所
で
あ
っ
た
。
庚
申
坂
遊
郭
は
酒
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
音
曲
を

伴
う
宴
会
が
開
か
れ
た
。
町
内
に
は
庚
申
坂
以
外
に
も
複
数
の
遊
興
場
が

現
れ
た
が
、「
芸
が
で
き
る
新
地
は
格
上
」
と
評
す
る
人
も
い
た
と
い
う
。

遊
女
自
身
、
遊
郭
で
身
に
着
け
た
技
芸
が
年
季
明
け
後
の
自
立
し
た
生
活

に
繋
が
る
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
踊
り
や
唄
の
師
匠
と
し
て
生
計
を

立
て
る
者
も
い
れ
ば
、
髪
結
い
や
小
料
理
屋
を
営
ん
だ
り
、
中
に
は
女
学

校
で
礼
儀
作
法
を
教
え
る
者
も
い
た
。

　

彼
女
た
ち
は
、
身
元
保
証
の
も
と
売
ら
れ
て
き
た
。
新
潟
や
山
形
の
農

家
の
娘
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
背
景
に
あ
る
の
は
冷
害
が
も
た
ら
す
不
作

で
、「
一
家
心
中
す
る
か
、
生
き
る
た
め
に
娘
を
売
る
か
」
と
い
う
究
極

の
選
択
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
決
断
で
あ
っ
た
。「
遊
郭
に
来
て
い
な
け

【写真H】金刀比羅神社に奉納された繭数珠
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れ
ば
殺
さ
れ
て
い
た
」
と
口
に
す
る
元
遊
女
も
い
た
と
い
う
。
子
供
を
殺

す
よ
り
ま
し
、
と
苦
悩
し
た
で
あ
ろ
う
親
心
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
複
雑

な
心
境
に
な
る
。
借
金
を
背
負
い
、
歯
を
食
い
し
ば
り
懸
命
に
生
き
る
中

で
、
技
芸
を
習
得
し
、
何
と
か
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
遊
女
た
ち
の
心
中

は
計
り
知
れ
な
い
。
彼
女
た
ち
の
尊
厳
は
、
ど
こ
ま
で
守
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
か
。

　

少
女
一
人
を
金
銭
換
算
し
た
額
が
い
く
ら
な
の
か
は
分
か
り
か
ね
る

が
、
年
季
は
二
十
代
半
ば
で
明
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後

は
故
郷
に
帰
る
者
も
い
れ
ば
、
幼
い
頃
に
離
れ
た
故
郷
で
は
な
く
三
春
に

留
ま
り
、
見
染
め
ら
れ
妾
に
な
る
者
、
所
帯
を
持
ち
子
供
が
授
か
る
者
も

い
た
。
先
述
の
通
り
技
芸
で
身
を
立
て
る
者
も
い
れ
ば
、
前
妻
の
子
供
た

ち
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
、
入
れ
込
ん
だ
遊
女
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
旦

那
が
引
き
取
っ
て
妻
に
し
た
、
と
い
う
美
談
も
あ
る
。
し
か
し
円
満
身
請

け
が
あ
る
一
方
、
入
り
浸
り
に
な
り
破
産
し
た
男
が
い
た
り
、
心
中
や
駆

け
落
ち
、
元
遊
女
を
後
妻
に
迎
え
る
た
め
に
前
妻
が
家
を
出
さ
れ
た
と
い

う
話
も
あ
る
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
遊
女
た
ち
は
噂
の
的
と

な
り
、
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
の
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
知
る
人
ぞ
知
る

よ
う
に
広
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

　

遊
女
に
対
し
て
、
人
々
は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
一
端
を
窺
え
る
話
が
、「
妖
怪
花
魁
さ
ま
」
で
あ
る
。
禿
を
連

れ
た
花
魁
さ
ま
が
ふ
わ
ふ
わ
と
や
っ
て
く
る
。見
と
れ
て
つ
い
て
い
く
と
、

ド
ブ
や
肥
溜
め
に
落
ち
た
り
す
る
。一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て
起
き
た
ら
、

と
ん
で
も
な
い
所
で
寝
て
い
た
、
と
い
う
も
の
だ
。
世
間
話
「
狐
に
化
か

さ
れ
た
話
」
に
似
た
内
容
だ
が
、
ま
さ
に
狐
は
遊
女
を
指
し
て
い
る
。
ま

た
盆
踊
り
唄（

（2
（

に
も
、
遊
女
の
面
影
を
窺
わ
せ
る
一
節
が
あ
る
。

「
三
春
盆
踊
り
」

〽
サ
ン
ヤ
ー
わ
た
し
ゃ
三
春
町　

五
万
石
育
ち　

サ
ン
ヤ
ー
お
国
自
慢
の　

ア
ラ
ホ
ン
ニ
ナ
ー　

盆
踊
り　

〽
奥
州
三
春
に　

庚
申
坂
な
け
り
ゃ　

旅
の

馬
喰
も　

金
残
す　

〽
月
の
明
か
り
に　

山
路
を
越
え
て　

歌
で
三
春
に　

駒
買
い
に　

〽
三
春
庚
申
坂　

七
色
狐　

わ
た
し
も
二
～
三
度　

だ
ま
さ

れ
た　

〽
奥
州
三
春
の　

梅
桃
桜　

咲
い
て
あ
な
た
の　

胸
に
散
る

　
　
「
庚
申
坂
節
（
通
称
：
ば
か
た
ら
恋
節
）」

〽
ハ
ー
お
客
せ
か
る
な　

ま
た
夜
は　

夜
中　

月
は
廊
下
の　

屋
根
の
上　

バ
カ
タ
ラ
コ
イ
コ
イ　

〽
可
愛
い
い
あ
の
娘
は　

あ
の
山
辺
に　

こ
が
る

る
私
は　

こ
の
つ
と
め　

バ
カ
タ
ラ
コ
イ
コ
イ

　

儲
け
た
金
を
瞬
く
間
に
使
っ
て
し
ま
う
馬
喰
を
槍
玉
に
挙
げ
る
一
節

や
、
遊
女
に
入
れ
あ
げ
る
男
性
は
七
変
化
の
狐
（
七
色
狐
）
に
騙
さ
れ
て

い
る
と
す
る
譬
え
は
、
現
実
を
捉
え
た
風
刺
で
あ
ろ
う
。
遊
女
に
惑
わ
さ

れ
る
様
子
に
対
し
、
家
庭
の
女
性
た
ち
の
も
ど
か
し
さ
と
本
音
が
滲
ん
で

い
る
の
で
は
な
い
か
。
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遊
郭
の
記
憶
は
、
あ
る
年
代
以
上
な
ら
話
に
聞
い
て
い
る
と
い
う
が
、

現
在
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
大
正
時
代
の
遊
女
の
証
文
等
資
料

も
、
関
係
者
が
健
在
な
う
ち
は
収
集
に
至
ら
ず
、
や
が
て
焼
か
れ
て
無
く

な
っ
た
。同
様
に
、遊
郭
に
関
す
る
記
述
が
町
史
で
限
ら
れ
て
い
る
の
も
、

文
字
と
し
て
残
す
差
し
障
り
と
配
慮
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
そ

の
た
め
、
実
相
を
捉
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
生
活
上
で
の
伝
聞
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、「
話
せ
る
こ
と
、
話
せ
な
い
こ
と
、

話
し
た
く
な
い
こ
と
」、す
な
わ
ち
遊
女
に
差
す
光
と
影
は
、「
語
れ
な
い
、

語
ら
せ
な
い
」
タ
ブ
ー
視
の
空
気
を
纏
う
の
で
あ
る
。

　

あ
る
遊
郭
の
女
将（
明
治
四
十
／
一
九
〇
七
年
頃
生
ま
れ
）は
こ
う
語
っ

た
そ
う
で
あ
る
。「
遊
女
た
ち
を
無
事
次
の
人
生
に
送
り
出
し
た
い
と
い

う
気
概
で
、
働
か
せ
な
が
ら
技
芸
を
教
え
た
」
と
。
独
立
で
き
な
い
元
遊

女
に
は
、
遊
郭
内
の
仕
事
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し

た
遊
郭
な
り
の
自
負
が
あ
る
一
方
、
恥
ず
か
し
さ
や
後
ろ
め
た
さ
を
抱
え

て
い
た
様
子
も
察
せ
ら
れ
た
。実
際
、遊
郭
当
事
者
の
口
も
重
た
か
っ
た
。

噂
さ
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
が
あ
り
、
聞
く
方
も
、
触
れ
て
は
い
け
な
い
内

容
は
あ
え
て
聞
か
な
い
し
、
忠
告
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
深

層
に
あ
る
本
音
と
建
て
前
は
、
文
字
や
言
葉
だ
け
で
は
探
れ
な
い
。

　

借
金
返
済
の
た
め
遊
女
が
担
っ
た
一
つ
に
性
的
な
従
事
が
あ
り
、
意
図

し
な
い
妊
娠
、
死
に
至
る
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
つ
て

遊
郭
の
前
に
池
が
あ
り
、
身
籠
っ
た
遊
女
が
躰
を
冷
水
に
浸
し
堕
胎
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
遊
郭
裏
山
の
畑
の
端
に
は
、
ひ
っ
そ
り
と
並
ぶ
小
さ
な

石
が
あ
っ
た
。
遊
女
の
墓
だ
と
聞
い
た
が
、
容
易
に
近
づ
い
て
は
い
け
な

い
、
と
釘
を
刺
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
全
て
の
遊
女
が
無
事
第
二
の
人
生

に
踏
み
込
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
生
死
の
境
に
立
た
さ
れ
た
彼
女
た
ち
の

心
情
は
、
言
葉
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
街
道
筋
に
飯
盛
女
が
置
か
れ
た
歴
史
は
、
三

春
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
宿
場
は
、
身
分
差
を
越
え
、
体
制
や
権
力
か

ら
弾
か
れ
た
周
縁
の
人
々
を
含
む
多
く
の
往
来
者
や
逗
留
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
集
約
す
る
場
で
あ
る
。
他
方
、
人
身
売
買
さ
れ
た
上
、
過
酷
な
労

働
を
強
い
ら
れ
た
遊
女
た
ち
に
よ
っ
て
経
営
は
成
り
立
ち
、
経
済
発
展
は

も
た
ら
さ
れ
た
。

　

時
代
変
遷
は
あ
れ
ど
、
遊
女
は
道
も
人
も
交
差
す
る
場
所
で
、
技
芸
で

も
て
な
し
、
歌
を
交
わ
し
、
時
に
情
を
交
わ
し
た
特
徴
が
共
通
す
る
。
同

時
に
、
遊
女
の
社
交
性
、
文
芸
性
の
意
義
は
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
社
会
的
に
は
陰
に
置
か
れ
が
ち
な
存
在
と
も
い
え
る
。
そ
の

よ
う
な
遊
女
に
光
を
当
て
る
こ
と
は
、
様
々
な
状
況
下
に
お
い
て
も
懸
命

に
生
き
る
人
々
の
実
情
と
心
情
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
繋
が
る
。
女
性
の

「
生
（
生
殖
）・
性
（
性
愛
）・
聖
（
神
聖
）
の
三
位
一
体
」
は
、
民
俗
文

化
や
伝
承
を
支
え
る
重
要
な
視
座
で
あ
り
、
歴
史
に
貫
か
れ
た
普
遍
性
を
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見
つ
め
る
こ
と
は
、
女
性
の
本
質
や
特
性
、
多
方
面
で
果
た
さ
れ
て
き
た

役
割
を
改
め
て
捉
え
直
す
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

人
道
上
、
遊
郭
と
い
う
制
度
は
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
現
代

で
も
、
経
済
的
困
窮
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
、
格
差
の
問
題
は
根

強
く
、
特
に
社
会
構
造
の
中
で
の
女
性
の
問
題
は
さ
ら
に
課
題
が
山
積
し

て
い
る
。
過
去
と
の
対
話
を
通
じ
、
現
代
に
照
射
し
て
見
え
る
こ
と
と
向

き
合
い
た
い
。

五
　
お
わ
り
に

　

化
粧
は
、
紅
の
「
赤
」、
お
歯
黒
や
眉
墨
の
「
黒
」、
白
粉
の
「
白
」
に

代
表
さ
れ
る
。
中
で
も
、
日
本
で
は
歴
史
的
に
白
い
肌
に
対
す
る
美
意
識

に
基
づ
く
表
現
が
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
は
特
権
階
級
、
高
貴
な
身
分
の

証
と
し
て
男
女
問
わ
ず
白
粉（
お
し
ろ
い
／
し
ろ
い
も
の
）を
用
い
て
き
た
。

　

化
粧
井
伝
承
は
、
白
粉
や
水
な
ど
「
白
」
と
紐
づ
け
た
印
象
が
強
調
さ

れ
、
境
界
が
意
識
さ
れ
る
道
に
位
置
す
る
と
い
う
共
通
性
が
窺
え
、
さ
ら

そ
こ
に
は
越
境
に
関
わ
る
信
仰
的
意
義
が
見
え
て
き
た
。

　

網
野
善
彦
氏（

（2
（

は
、
神
仏
の
世
界
で
あ
り
冥
府
と
俗
界
の
境
界
領
域
に
当

た
る
河
原
・
浜
・
坂
は
、
し
ば
し
ば
葬
地
、
交
易
の
た
め
の
市
が
立
つ
場
、

芸
能
や
歌
垣
が
行
わ
れ
る
場
に
な
り
、
そ
こ
に
は
聖
な
る
世
界
に
繋
が
る

存
在
が
い
る
と
説
い
た
。
そ
し
て
、
世
俗
か
ら
縁
が
切
れ
遍
歴
し
、
市
や

街
道
な
ど
で
交
易
あ
る
い
は
芸
能
活
動
に
従
事
す
る
日
本
中
世
社
会
の
職

能
民
の
境
界
性
を
、「
公
界
」「
無
縁
」
と
表
現
し
た
。
化
粧
井
伝
承
も
、

こ
の
「
無
縁
」
の
観
念
の
延
長
上
に
存
在
す
る
と
見
な
せ
よ
う
。

　

さ
ら
に
通
底
す
る
の
が
、
生
産
や
脱
皮
新
生
の
象
徴
「
白
」
の
呪
術（

（2
（

で

あ
る
。
雪
や
流
水
、
白
波
や
光
を
受
け
て
輝
く
水
面
な
ど
、
水
自
体
も
白

で
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
化
粧
で
用
い
る
白
粉
は
水
に
溶
か
し
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
水
と
の
親
和
性
が
高
い
。
清
浄
な
白
に
対
す
る
神
聖
視
が
、

白
粉
や
水
を
通
し
て
そ
れ
ら
を
扱
う
女
性
も
ま
た
、
儀
礼
に
関
与
す
る
の

に
相
応
し
い
と
見
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
殊
に
白
粉
を
身
近
に
置
く
遊
女

は
、
境
界
性
が
意
識
さ
れ
、
象
徴
性
や
役
割
と
し
て
呪
術
的
信
仰
に
結
ば

れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
に
、
今
後
の
調
査
研
究
の
懸
念
を
述
べ
た
い
。
昨
今
、
民
俗
調
査

の
肝
と
な
る
現
地
採
訪
の
実
施
に
あ
た
り
、
不
安
や
躊
躇
、
困
難
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
伝
承
の
希
薄
化
に
よ
る
話
者
の
減
少
、
環
境
や
景

観
の
変
化
に
よ
る
伝
承
の
見
出
し
に
く
さ
、
感
染
症
の
流
行
に
よ
る
人
間

同
士
の
交
流
機
会
の
減
少
、
熊
な
ど
野
生
動
物
と
の
遭
遇
危
機
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
後
退
等
々
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
伝
説
の
自
立
を
難
し
く

し
た
り
、
調
査
機
会
の
喪
失
を
懸
念
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
一
方
現

地
を
歩
く
と
、
様
々
な
実
感
と
気
づ
き
を
得
る
。
伝
承
か
ら
窺
え
る
社
会
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課
題
は
、
決
し
て
他
人
事
に
し
て
は
い
け
な
い
も
の
、
将
来
を
見
据
え
る

羅
針
盤
と
し
て
多
く
を
思
考
す
る
機
会
と
な
る
。
例
え
ば
今
回
の
調
査
で

は
、
冷
害
が
も
た
ら
す
苦
難
に
思
い
を
寄
せ
た
。
翻
っ
て
「
令
和
の
米
騒

動
」
を
引
き
起
こ
し
た
地
球
沸
騰
化
現
象
に
よ
る
不
作
の
懸
念
や
、
紛
争

を
引
き
起
こ
す
水
問
題
に
目
を
向
け
る
と
、
世
界
的
な
環
境
問
題
の
深
刻

さ
が
現
実
や
未
来
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
迫
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
対

処
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
る
。

　

伝
説
の
生
成
か
つ
伝
達
継
承
は
、
三
つ
の
動
き
（
シ
ョ
ン
）、
す
な
わ

ち
「
想
像
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）」「
創
造
（
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）」「
交

流
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）」
に
支
え
ら
れ
る
。
日
常
風
景
は
時
に
記

録
に
残
り
に
く
く
、
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
れ
ば
消
え
て
し
ま
い
、
伝
承
の
実

態
や
具
体
的
確
証
に
辿
り
着
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
生
活
す
る

限
り
伝
承
は
生
ま
れ
、
人
々
の
心
に
響
く
。
現
地
に
立
つ
と
、
顔
も
名
前

も
知
ら
な
い
け
れ
ど
確
か
に
そ
こ
に
実
在
し
た
人
々
の
、
声
な
き
声
が
呼

び
掛
け
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
歴
史
を
繙
き
対
話
す
る
中
で
、
民
衆
の
心

を
ど
れ
だ
け
掬
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
変
化
す
る
時
代
の
中
に

見
出
す
心
意
や
普
遍
性
を
、
物
語
化
か
つ
伝
承
さ
れ
て
き
た
伝
説
か
ら
汲

み
取
り
、
人
々
の
祈
り
の
姿
を
受
け
止
め
続
け
る
こ
と
が
、
課
題
を
乗
り

越
え
る
英
知
を
引
き
出
す
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
こ
そ
が
、「
楽
し
む
」

だ
け
で
な
い
文
芸
研
究
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
思
う
。

【
注
】

（
１
）	

平
安
時
代
前
期
の
歌
人
。
実
在
の
事
績
は
『
古
今
和
歌
集
』
所
収
の
歌
以
外
に
な

い
が
、
絶
世
の
美
女
な
が
ら
異
性
を
拒
否
し
、
孤
独
な
老
女
と
し
て
落
魄
す
る
物

語
が
語
ら
れ
る
。
化
粧
井
の
事
例
は
、
宮
城
県
大
崎
市
、
神
奈
川
県
厚
木
市
、
京

都
府
京
都
市
、
鳥
取
県
岸
本
町
な
ど
に
点
在
す
る
。

（
２
）	

平
安
時
代
中
期
の
歌
人
。
恋
愛
遍
歴
の
後
、
一
条
天
皇
中
宮
彰
子
に
仕
え
、
藤
原

保
昌
と
の
再
婚
で
丹
後
に
下
る
。

（
３
）	

平
安
時
代
末
期
の
芸
能
者
。
源
義
経
の
愛
妾
。
化
粧
井
の
事
例
が
奈
良
県
吉
野
町

（
化
粧
岩
も
）、
兵
庫
県
尼
崎
市
、
香
川
県
東
か
が
わ
市
に
あ
る
。
福
島
県
郡
山

市
に
は
、
旅
の
供
小
六
が
亡
く
な
り
涙
を
流
し
た
た
め
化
粧
を
直
し
た
、
と
い
う

化
粧
坂
が
伝
わ
る
。

（
４
）	

平
安
時
代
末
期
の
女
武
者
。
木
曽
義
仲
の
愛
妾
、
源
平
合
戦
後
は
和
田
義
盛
の
妻

に
な
っ
た
説
、大
力
伝
承
が
伝
わ
る
。化
粧
井
は
神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
に
あ
る
。

（
５
）	

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
政
治
家
。
鎌
倉
幕
府
を
樹
立
し
た
源
頼
朝
の
妻
で
、

二
・
三
代
将
軍
の
母
。
化
粧
井
は
神
奈
川
県
横
浜
市
南
区
や
保
土
ヶ
谷
区
の
街
道

筋
に
複
数
あ
り
、
地
名
由
来
、
化
粧
料
に
基
づ
く
名
称
説
が
あ
る
。
ま
た
旅
人
の

喉
を
潤
し
た
と
い
う
話
（
尼
将
軍
化
粧
の
水　
（
前
略
）
こ
の
水
が
徳
川
時
代
に

将
軍
の
飲
用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
た
（
中
略
）
嘗
て
源
頼
朝
の
室
尼
将
軍
政
子
が

此
の
地
を
過
ぐ
る
に
当
り
、
此
の
水
を
化
粧
に
用
ひ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
或

は
又
こ
の
辺
の
土
地
が
政
子
に
化
粧
料
と
し
て
与
へ
ら
れ
た
土
地
で
あ
る
と
も
云

ひ
、地
名
に
御
所
台
の
称
あ
る
は
是
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
て
居
る
。（
後
略
）

『
保
土
谷
区
郷
土
史 

下
』「
第
四
部 

特
殊
篇
」
磯
貝
正
編
、
保
土
ヶ
谷
区
郷
土

史
刊
行
委
員
部
刊
、
一
九
三
八
）
は
、
三
春
の
事
例
と
共
通
す
る
。

（
６
）	

鎌
倉
時
代
初
期
の
遊
女
で
曽
我
祐
成
の
愛
妾
。
大
磯
宿
山
下
長
者
の
娘
と
も
伝
わ

る
。
神
奈
川
県
大
磯
町
の
化
粧
坂
に
化
粧
井
戸
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）	
岩
手
県
奥
州
市
に
掃
部
長
者
の
娘
の
身
代
わ
り
に
な
っ
た
松
浦
佐
用
姫
、
大
分
県

臼
杵
市
に
真
名
野
長
者
の
娘
玉
津
姫
の
化
粧
井
が
伝
わ
る
。
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（
８
）	『
縮
刷
版
日
本
昔
話
事
典
』（
稲
田
浩
二
他
編
、
弘
文
堂
、
一
九
九
四
）
で
は
「
化

粧
井
、
化
粧
水
、
化
粧
石
は
多
い
。
こ
れ
が
山
中
に
あ
る
場
合
は
、
お
そ
ら
く
神

に
仕
え
る
女
性
が
祭
り
の
準
備
に
山
に
籠
っ
た
習
俗
に
よ
る
伝
説
の
変
化
と
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
化
粧
は
、
古
く
は
厳
粧
と
同
義
で
、
神
に
仕
え
る
た
め
の
人

格
転
換
の
行
為
で
あ
り
、（
中
略
）
有
名
な
女
性
に
変
え
ら
れ
て
、
史
実
ら
し
く

伝
説
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
化
粧
坂
の
伝
説
に
は
、
長
者
伝
説
と
結
び
つ
い
て

い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
地
方
の
豪
族
や
宗
家
の
祭
り
を
代
行
し
た
巫
女
の
面
影

が
偲
ば
れ
る
」（
渡
辺
昭
五
執
筆
）
と
説
明
す
る
。
他
に
『
水
の
伝
承　

民
間
信

仰
に
み
る
水
神
の
諸
相
』（
石
上
七
鞘
、
新
公
論
社
、
一
九
七
九
）
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
９
）	『
白
河
風
土
記
』
巻
二
「
郭
外
」

	

　

常
宣
寺
（
境
内
五
十
間
裏
三
十
間
南
百
十
八
間
北
六
十
間
）

	

町
の
南
に
あ
り
淨
土
宗
に
山
號
を
流
水
山
と
云
ひ
院
號
を
正
法
院
と
云
（
中
略
）

古
昔
當
國
石
川
郡
石
川
小
泉
の
城
主
大
江
雅
致
不
例
の
こ
と
あ
り
雅
致
の
女
和
泉

式
部
上
東
門
院
の
上
臈
た
り
し
が
長
久
年
中
父
の
病
を
訪
ん
が
爲
洛
陽
誓
願
寺
の

内
佛
彌
陀
の
三
尊
惠
心
の
作
守
本
尊
な
れ
ば
持
來
り
け
る
に
其
頃
兵
亂
の
砌
に
て

路
塞
り
行
き
難
け
れ
ば
徑
を
求
め
て
歸
京
の
と
き
彼
の
本
尊
を
末
世
結
緣
の
爲
に

白
川
郡
中
野
村
硯
石
と
云
所
に
草
庵
を
結
び
是
を
安
置
し
一
首
の
歌
を

	

　
　
　

白
河
の
關
に
此
身
は
留
め
ね
と
心
は
君
か
里
へ
こ
そ
ゆ
け
（
後
略
）

	

『
福
島
縣
史
料
集
成
４
』
田
子
健
吉
編
、
福
島
縣
史
料
集
成
刊
行
会
刊
、

一
九
五
三

（
10
）	

吉
田
幸
一
「
陸
奥
白
河
に
お
け
る
和
泉
式
部
伝
説
と
古
跡
─
白
河
常
宣
寺
本
尊
縁

記
─
」　
『
平
安
文
学
研
究
』
79
・
80
号
、
平
安
文
学
研
究
会
編
・
刊
、

一
九
八
八
・
十

（
11
）	「
即
今
見
二

中
野
旧
跡
一

、
唯
存
二

大
杉
木
三
本
一

耳
、
俗
名
レ

之
称
二

三
尊
杉
一

、
蓋

有
二

和
泉
式
部
化
粧
井
一

者
、
則
其
近
辺
地
名
、
云
二

式
部
内
一

也
」（
漢
文
体
縁
起
）、

「
今
の
白
川
郡
中
野
村
硯
石
む
ら
の
間
に
草
庵
を
む
す
ひ
、
寓
居
し
た
ま
ひ
、
末

世
の
寄
特
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
、
彼
三
尊
を
安
置
し
奉
り
、
ひ
と
つ
の
井
を
も

と
め
、
朝
夕
の
供
水
と
な
し
た
ま
ふ
、
此
閼
伽
井
を
今
ハ
和
泉
式
部

化
粧
の
井
と
い
ひ
つ
た
ふ
、
か
つ
倭
歌
を
詠
し

て
、
故
郷
に
お
く
り
今
碑
に
携
る
関

の
う
た
な
り

幾
も
な
う
し
て
都
に
帰
り
た
ま
ふ
」（「
本
尊
縁

起
画
図
詞
書
」）。

（
12
）	『
新
編
会
津
風
土
記
』
巻
之
九
十
五
「
陸
奥
國
河
沼
郡
之
七
」

	

●
鹽
坪
村　

○
山
川　

○
揚
川　

村
西
に
あ
り
、
河
井
村
の
境
内
よ
り
來
り
、（
中

略
）
漆
窪
村
の
界
に
入
る
、（
中
略
）
此
川
の
岸
村
よ
り
九
町
計
に
遠
面
と
云
所

あ
り
、
土
人
相
傳
て
昔
此
所
に
櫻
樹
あ
り
し
が
小
野
小
町
こ
ゝ
を
過
し
時

	

　
　
　

陸
奥
の
う
と
か
或
は
尾

止
の

櫻
と
人
と
は
は
會
津
の
そ
と
の
と
ほ
も
て
或
は
十
本
の
里

	

●
利
田
村　

○
墳
墓　

○
塚　

村
西
一
町
二
十
間
に
あ
り
、
五
輪
高
三
尺
餘
、
昔

此
村
の
者
京
夫
に
さ
ゝ
れ
て
上
京
し
、
小
町
が
も
と
に
渡
夫
を
勤
め
三
年
に
し
て

歸
鄕
し
ぬ
、
後
星
霜
を
經
て
一
老
女
來
り
宿
を
假
ん
と
云
、
こ
れ
を
見
れ
ば
小
町

が
老
衰
せ
し
な
り
、
驚
て
家
に
請
し
、
互
に
昔
の
物
語
し
て
袖
を
し
ぼ
り
ぬ
、
か

く
て
數
日
滯
留
し
け
る
に
小
町
病
に
染
て
身
ま
か
り
し
が
、
其
骸
を
葬
し
所
な
り

と
て
里
人
小
町
塚
と
稱
す
れ
ど
も
、
か
ゝ
る
上
古
の
も
の
と
は
見
へ
ず
、
此
ほ
と

り
よ
り
文
字
あ
る
石
を
得
る
こ
と
あ
り
と
い
へ
ば
、
一
石
一
字
の
供
養
塚
な
る
も

知
べ
か
ら
ず

	

『
大
日
本
地
誌
大
系
33　

新
編
会
津
風
土
記
４
』
花
見
朔
巳
校
訂
、
雄
山
閣
、

一
九
三
三

（
13
）	

依
頼
さ
れ
た
利
田
村
阿
弥
陀
堂
の
西
生
坊
の
出
自
は
不
明
。
松
原
利
田
に
入
る
手

前
に
墓
が
あ
る
。

（
14
）	『
利
田
村
小
町
塚
ノ
縁
起
』（
高
郷
村
大
字
峯
字
利
田　

山
口
春
夫
家
所
蔵
）

	
　

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
と
読
お
き
し
小
町
の
君
の
旧
跡
は
我
が
朝
に
處
々

に
も
有
り
と
は
言
へ
ど
も
爰
に
蜷
川
の
庄
利
田
村
に
小
野
の
小
町
の
古
塚
あ
り
其

来
由
を
尋
れ
ば
出
羽
の
郡
司
良
實
の
む
す
め
な
り
と
歌
書
に
有
り
（
中
略
）
又
古

今
の
序
に
小
野
の
小
町
は
古
へ
の
衣
通
姫
の
な
が
れ
な
り
あ
わ
れ
な
る
や
う
に
て

つ
よ
か
ら
ず
い
わ
く
能
き
女
の
な
や
め
る
所
有
る
に
似
た
り
つ
よ
か
ら
ぬ
は
女
の
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歌
な
れ
ば
な
る
べ
し
（
中
略
）
又
文
学
の
士
詩
を
綴
り
歌
道
に
至
り
て
も
恐
ら
く

は
世
の
扶
手
本
と
は
な
れ
り
倩
思
ふ
に
小
野
の
小
町
は
凡
民
の
俊
秀
せ
る
に
あ
ら

ず
天
仙
の
奇
質
た
る
べ
き
か
か
程
の
容
儀
才
能
身
に
そ
な
へ
な
が
ら
露
ほ
ど
も
傾

国
の
け
が
れ
な
く
容
儀
才
能
に
驕
慢
の
心
な
し
誠
に
有
が
た
か
り
け
る
霊
女
な
り

老
後
は
零
落
た
り
と
い
へ
ど
も
後
世
は
か
な
ら
ず
黄
金
の
肌
と
な
ら
ん
花
を
佛
に

手
向
つ
つ
さ
と
り
の
道
に
入
り
に
け
り
と
玉
造
の
草
紙
の
お
も
て
に
見
へ
侍
り
き

	

　

右
は
玉
造
の
書
の
お
も
む
き
を
以
利
田
村
の
農
老
田
父
の
か
た
り
傳
へ
し
事
共

を
お
も
ひ
合
せ
て
考
ふ
れ
ば
其
む
か
し
（
中
略
）
武
役
に
京
都
へ
登
る
人
夫
を
京

夫
と
い
ふ
也（
中
略
）小
町
の
つ
ぼ
ね
へ
も
利
田
よ
り
登
り
し
京
夫
在
京
の
内
折
々

出
い
り
せ
し
に
慈
悲
第
一
の
情
も
ふ
か
き
女
性
な
れ
ば
田
舎
の
農
民
を
や
さ
し
く

お
も
ひ
（
中
略
）
田
舎
の
農
夫
遠
き
都
へ
登
り
て
や
ん
ご
と
な
き
上
臈
の
深
き
憐

み
わ
す
ら
れ
ず
我
が
ふ
る
さ
と
の
利
田
へ
帰
り
て
も
假
り
に
も
主
人
同
前
に
小
町

の
君
を
敬
ひ
し
は
幾
く
年
忘
れ
ず
や
が
て
年
月
を
送
り
し
後
小
町
も
（
中
略
）
北

ろ
く
道
よ
り
廻
り
来
て
奥
州
行
脚
を
心
が
け
今
の
利
田
を
通
り
し
と
や
長
き
た
び

路
に
つ
か
れ
は
て
こ
と
に
や
年
も
老
ぬ
れ
ば
い
か
な
る
賤
が
わ
ら
屋
に
も
人
の
情

を
た
よ
り
に
て
一
夜
の
や
ど
を
か
り
ぬ
る
に
利
田
の
村
の
か
り
の
宿
た
が
ひ
に
と

し
老
ひ
面
わ
す
れ
さ
ら
に
や
見
お
ぼ
へ
な
か
り
し
が
さ
す
が
に
小
町
は
霊
女
ゆ
へ

其
古
へ
利
田
よ
り
京
夫
に
登
り
し
賤
が
屋
と
し
ら
ず
も
落
あ
ひ
泊
り
し
は
誠
に
不

思
議
の
縁
ぞ
か
し
い
く
年
経
て
も
ま
こ
と
は
そ
も
朽
ぬ
は
人
の
情
な
り
小
町
の
き

み
は
其
む
か
し
み
や
こ
の
事
を
は
な
し
あ
へ
ば
主
夫
婦
は
驚
き
い
り
又
悦
び
て
さ

ま
ざ
ま
に
處
労
を
い
た
わ
り
能
き
に
介
抱
し
た
る
と
や
折
し
も
春
の
頃
と
か
や
旅

の
つ
か
れ
を
な
ぐ
さ
め
ん
と
て
村
の
ほ
と
り
の
田と
う
も
て面
の
里
に
さ
か
り
の
桜
は
な
小

町
を
い
ざ
な
ひ
詠
け
れ
小
町
は
是
を
見
給
ひ
て
此
さ
く
ら
花
の
風
流
を
う
ど
の
桜

と
褒
め
給
ひ
花
に
つ
か
れ
を
は
ら
さ
る
る
其
折
ふ
し
の
歌
な
り
と

	

　
　
　

陸
奥
の
う
ど
の
桜
と
人
問
は
ば
会
津
の
そ
と
の
と
ふ
も
て
の
里

	

（
中
略
）
高
寺
山
よ
り
西
の
か
た
は
会
津
の
そ
と
と
い
ふ
な
り
田
面
の
さ
と
は
高

寺
山
よ
り
西
の
か
た
に
て
あ
ひ
づ
の
そ
と
也
又
此
さ
く
ら
花
の
咲
き
た
る
風
情
独

活
の
花
の
す
が
た
に
似
た
る
ゆ
へ
う
ど
の
桜
と
は
云
ふ
説
も
有
り
扨
其
後
に
小
町

の
君
少
年
よ
り
み
や
こ
に
そ
だ
ち
翠
帳
の
う
ち
に
か
し
つ
か
れ
し
身
が
長
の
た
び

路
の
物
お
も
ひ
殊
に
年
老
ひ
つ
か
れ
は
て
死
生
命
有
る
世
の
な
ら
い
利
田
の
村
に

て
病
ひ
に
伏
し
終
に
は
か
な
く
成
り
給
ふ
主
の
夫
婦
は
云
ふ
に
餘
り
村
中
男
女
老

若
ま
で
深
く
あ
は
れ
を
催
ふ
し
て
一
同
に
力
を
合
せ
村
の
邊
に
塚
を
築
厚
く
葬
り

今
が
世
ま
で
香
花
を
備
へ
う
や
ま
ひ
し
其
功
徳
に
て
此
村
長
く
繁
栄
せ
り
只
徒
に

わ
が
身
世
に
ふ
る
と
詠
せ
し
間
の
夢
の
世
や
是
又
此
文
の
さ
だ
か
な
ら
ね
ば
後
の

世
の
智
り
た
る
人
を
待
の
み

	

　
　

寶
暦
六
丙
子　

仲
秋
吉
蓂

	

　
　
　

利
田
村　

彌
勒
堂
主　

法
師
西
生　

著
述
（
略
）

	

　
　
　

此
縁
起
之
施
主　

同
村　

山
口
惣
右
衛
門
治
親

	

『
会
津
高
郷
村
史
Ⅲ　

民
俗
編
』
高
郷
村
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
福
島
県
耶
麻
郡

高
郷
村
刊
、
二
〇
〇
二

（
15
）	

小
野
塚
か
ら
五
、六
百
メ
ー
ト
ル
程
の
場
所
に
松
原
利
田
の
阿
弥
陀
堂
が
建
ち
、

斜
向
か
い
に
「
お
ぼ
清
水
」
が
湧
く
。
今
は
防
火
水
槽
を
兼
ね
る
が
、
元
来
境
界

（
お
ぼ
）
の
信
仰
的
な
清
水
で
あ
る
こ
と
は
、
地
元
女
性
の
観
音
講
が
保
持
す
る

峯
利
田
観
音
御
詠
歌
に
「
参
り
き
て
暑
さ
を
し
の
ぐ
お
ぼ
清
水
結
ぶ
心
は
涼
し
か

る
ら
ん
」
と
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
区
の
象
徴
の
よ
う
な
清
水
で
あ
り
、
閼
伽

水
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
対
し
て
、「
小
町
化
粧
の

井
戸
」
は
、
日
常
的
に
使
用
す
る
水
と
い
う
意
識
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
16
）	

一
江
戸
海
道
会
津
海
道　

此
所
ハ
乞
食
小
屋
之
方
江

引
下
ケ
立
可
申
候
（
中
略
）

	

一
岩
城
海
道　

気け
は
い色
坂
上
り
口

	

『
三
春
町
史
２　

近
世
（
通
史
編
２
）』
三
春
町
編
・
刊
、
一
九
八
四

（
17
）	

由
来
に
化
粧
を
し
て
首
実
検
を
し
た
説
や
、
湯
屋
の
湯
女
の
化
粧
を
施
し
た
化
粧

師
が
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
古
老
は
「
け
わ
い
」
と
呼
ん
で
い
た
。
地
形
的
に

険
し
い
坂
道
な
こ
と
か
ら
、「
け
わ
し
い
」
が
転
化
し
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
相

馬
顕
胤
の
娘
於
北（
伊
達
政
宗
の
妻
と
な
る
愛
姫
の
母
）が
天
文
十
八（
一
五
四
九
）
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年
に
三
春
城
主
田
村
清
顕
に
嫁
い
だ
際
、
城
内
に
入
る
前
に
身
づ
く
ろ
い
し
、
こ

の
井
戸
を
姿
見
に
し
た
と
い
う
説
も
聞
い
た
。
ま
た
昭
和
ま
で
、
農
村
部
か
ら
野

菜
を
城
内
に
売
り
に
来
る
農
家
が
境
界
で
身
支
度
す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。
生
産
者
か
ら
商
人
へ
と
変
身
す
る
意
味
を
は
ら
み
、
越
境
に
あ
た
っ
て
の
精

神
的
・
儀
礼
的
な
意
味
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
18
）	『
庚
申
坂
温
泉
由
来
』（『
三
春
町
史
９　

近
世
資
料
２
（
資
料
編
３
）』
三
春
町
編
・

刊
、
一
九
八
一
）
参
照
。

（
19
）	『
天
明
三
年
凶
作
覚
書
』「
一
袖
乞
ニ
出
候
者
共
非
人
小
屋
江
泊
り
御
助
粥
給
候
得

共　

命
続
兼
候
哉
」（『
三
春
町
史
９　

近
世
資
料
２
（
資
料
編
３
）』
三
春
町
編
・

刊
、
一
九
八
一
）
参
照
。

	

　

な
お
、「
化
粧
」
名
称
の
地
形
と
非
人
小
屋
の
関
係
は
、
神
奈
川
県
大
磯
町
の

化
粧
坂
や
化
粧
井
戸
近
く
に
も
見
ら
れ
る
（『
東
海
道
分
間
延
絵
図
三　

解
説
編
』

児
玉
幸
多
監
修
、
東
京
美
術
、
一
九
七
八
）。

（
20
）	『
み
は
る
の
絵
馬
』
三
春
町
教
育
委
員
会
編
・
刊
、
一
九
八
一

（
21
）	

遊
郭
で
は
、
節
分
の
豆
ま
き
の
際
、
し
ゃ
も
じ
と
す
り
こ
ぎ
を
持
っ
た
遊
女
た
ち

が
一
升
枡
で
豆
を
撒
く
番
頭
の
尻
を
叩
く
と
、
早
く
年
季
明
け
す
る
と
い
わ
れ
て

い
た
と
い
う
（『
三
春
町
史
４　

近
代
２
（
通
史
編
４
）』
三
春
町
編
・
刊
、

一
九
七
六
）。

（
22
）	

八
隅
蘆
菴
『
旅
行
用
心
集
』「
道
中
心
得
二
十
ヶ
条
」
に
「
一 

旅
舎
の
女
、
ま
た

ハ
女
郎
を
よ
び
た
て
は
は
ふ
る
ゝ
こ
と
、
よ
く
〳
〵
慎
し
む
べ
き
こ
と
也
。
瘡
毒

（
ば
い
ど
く
）、
湿
気
の
う
れ
ひ
の
み
な
ら
ず
、
旅
中
ハ
つ
ゝ
し
み
を
第
一
と
す

る
こ
と
な
れ
バ
、
心
に
怠
り
あ
る
と
き
ハ
、
物
の
破
れ
こ
れ
よ
り
初
ま
る
。」
と

あ
る
よ
う
に
、
飯
盛
女
の
い
る
宿
で
の
感
染
症
は
注
意
喚
起
さ
れ
た
（『
生
活
の

古
典
双
書
３ 

旅
行
用
心
集
』
今
井
金
吾
解
説
・
注
、
八
坂
書
房
、
一
九
七
二
）。

（
23
）	『
三
春
町
史
６　

民
俗
』
三
春
町
編
・
刊
、
一
九
八
〇

（
24
）	『
中
世
再
考　

列
島
の
地
域
と
社
会
』【
講
談
社
学
術
文
庫
】
講
談
社
、
二
〇
〇
〇

／
『
日
本
中
世
都
市
の
世
界
』【
ち
く
ま
学
芸
文
庫
】
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一

（
25
）	

宮
田
登
氏
は
、『
白
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア　

原
初
的
思
考
』（【
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
】

宮
田
登
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
）、『
歴
史
の
中
で
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と　

お
ん
な
・
子
供
・
老
人
か
ら
の
「
日
本
史
」』（【
新
書
Ｙ
】
網
野
善
彦
・
宮
田
登
（
宮

田
知
子
）、
洋
泉
社
、
二
〇
〇
一
）
で
、
白
に
は
非
日
常
へ
の
転
入
、
再
生
の
意

味
が
あ
る
と
見
出
し
た
。
ま
た
内
野
花
氏
は
、
出
産
を
白
不
浄
と
呼
ぶ
こ
と
を
例

に
、
生
死
の
境
界
を
含
む
異
空
間
・
異
時
間
に
お
い
て
非
日
常
の
事
物
を
指
す
色

彩
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（「
古
代
日
本
の
出
産
に
お
け
る
白
色
」
日
本
医
史
学
会

講
演
、
二
〇
〇
九
）。

【
参
考
文
献
】

	

『
日
本
女
性
史
大
辞
典
』
金
子
幸
子
・
黒
田
弘
子
・
菅
野
則
子
・
義
江
明
子
編
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八

	

『
性
の
タ
ブ
ー
の
な
い
日
本
』【
集
英
社
新
書
】
橋
本
治
、
集
英
社
、
二
〇
一
五

【
謝
意
】

　

現
地
調
査
に
お
い
て
、
喜
多
方
市
教
育
委
員
会
文
化
課
な
ら
び
に
文
化
財
保
護
審
議

会
、
三
春
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
三
春
昭
進
堂
、
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
常
宣
寺

を
始
め
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
多
大
な
る
ご
厚
意
に
、
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。


